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対流項の離散化スキームの比較 
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・中心差分スキーム 
linear 
cubic 
 
・風上差分スキーム 
upwind 
linearUpwind 
linearUpwind with faceLimited 
QUICK 
quadraticUpwindFit 
cubicUpwindFit 

・TVD スキーム 
Minmod 
SuperBee 
vanLeer 
vanAlbada 
UMIST 
MUSCL 
limitedLinear 
limitedCubic 
 
・NVD スキーム 
Gamma 
 
・制限関数適用 
QUICK with Minmod 
QUICK with SuperBee 
QUICK with vanAlbada 



スキームの評価ポイント 

• 安定性と精度のほどよいバランスが重要。 

• 数値拡散が増すと精度は落ちるが安定性は
増す。ほどよい数値拡散をもつものがよい。 

• 単調性 (オーバーシュート・アンダーシュートし
ない) もポイント。 
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考察 

• TVD スキームはどれもたいして変わらないが、
同程度の結果を与える勾配制限付き 
linearUpwind が計算時間の点で有利かもし
れない。 

• limitedCubic がもっとも精度がよい？ (何次精
度？) 
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非直交補正 

• 面の法線方向の勾配 (snGrad) の計算に使わ
れる、セルがゆがんでいるときの補正。 

• 直接はもちろんのこと、laplacian でも使われ
る。 
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Over-relaxed approach 

16 ※ Jasak 氏論文より 



実装 

17 

surfaceInterpolation.C 

d . S があとからかかる 



実装 
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gaussLaplacianScheme.C 

fvcLaplacian 

これは何をしている？ 
gammaSnGradCorr 

laplacianScheme.C 



運動方程式の拡散項 
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simpleFoam rhoSimpleFoam 



運動方程式の拡散項 
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compressible/RAS/laminar.C 

incompressible/RAS/laminar.C 



運動方程式の拡散項 
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TensorI.H 

係数 1/3 

係数 2/3 

・最後の項は速度の発散で、非圧縮性だと連続の式で消えるが、残してある。 
・どうしてこの表現か？ (エレガントさの問題？) 粘性が一定なら係数 1/3 になる
が、一定でない (乱流粘性が入る) ときもこうなる？ 



対流項の有界性確保 
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最後の項はほんらいいらない子だが、行列の優対角性確保のために残す？ 

これ 



おわりです 

23 


